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「
第
57
回
町
民
体
育
祭
」
が
10
月
9
日
、
徳
之
島
町
健
康
の
森
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
11
チ
ー
ム
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

今
年
は
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
亀
徳
チ
ー
ム
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
北
区
チ
ー

ム
が
優
勝
。
来
年
は
、Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
の
北
区
チ
ー
ム
と
２
位
の
手
々

チ
ー
ム
が
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

聖火の点灯

玉城一成選手の選手宣誓 表彰伝達者及び体育功労者とスポーツ優秀団体の皆さん

大盛り上がりの「小学生綱引き」 町長のテープカット

第 57回　町民体育祭
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園児親子によるほほえましいダンス

技が光る「ボーリング」

雨の中での「各年代 100 ｍ・50 ｍ走」

感無量の「金メダル」

息を合わせて「二人三脚」 チームメイトに見守られながら「ゲートボール」

第 5 7 回 　 町 民 体 育 祭 成 績
Ａブロック Ｂブロック

順　位 校　区　名 得　点 順　位 校　区　名 得　点
1 亀　徳 １４７．０ 1 北　区 １７５．５
2 母　間 １２５．５ 2 手　々 １５９．５
3 南　区 １１９．０ 3 花　徳 １５８．５
4 中　区 １１７．0 4 東　区 １３８．0
5 山 １１１．５ 5 神　嶺 １３８．０

6 尾　母 １２５．０

「むかで競争」でだんとつの一番ゴール チームでつかんだ勝利「男子代表リレー」「女子代表リレー」
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百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

穏
や
か
な
人
柄
の
ト
ミ
さ
ん
は
、

自
宅
の
庭
で
た
く
さ
ん
の
花
の
栽
培

を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

手
先
が
器
用
な
カ
ナ
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
手
芸
作
品
を
制
作
し

て
周
り
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
天
気
の
時
で
も
、
日
課
の

散
歩
と
仲
間
で
集
ま
っ
て
の
ラ
ジ
オ

体
操
を
毎
日
続
け
て
き
ま
し
た
。

お
茶
や
食
事
の
時
間
を
楽
し
み
に

過
ご
し
て
い
る
フ
ジ
さ
ん
。
歌
も
大

好
き
で
手
拍
子
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

９
月
21
日
、
今
年
度
百
歳
を
迎
え
る
８
名
を
対
象
に
、
高
岡

秀
規
町
長
か
ら
長
寿
栄
誉
賞
な
ら
び
に
顕
彰
金
が
授
与
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
内
閣
総
理
大
臣
の
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
者
の
皆
さ
ん
は
家
族
や
親
せ
き
に
囲
ま
れ
て
百
歳
を
迎
え
た

慶
事
を
祝
い
ま
し
た
。

エ
ミ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
畑

仕
事
と
67
歳
頃
ま
で
続
け
て
き
た
機

織
り
だ
そ
う
で
す
。

日
々
の
家
事
や
畑
仕
事
に
取
り
組

み
、
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
で
行

い
な
が
ら
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

好
き
嫌
い
が
な
く
何
で
も
よ
く
食

べ
、
お
洒
落
が
大
好
き
な
良
子
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

保
育
園
で
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
っ
て
き
た
、
や
さ
し
い

面
持
ち
の
い
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

泰良　エミさん

池　メトさん

深川　良子さん

常山　いとさん

福留　トミさん

牧　カナさん

福山　トシさん

米澤　フジさん
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●● ● Town news

母
間
小
学
校
で
10
月
６
日
と
７
日
の
２

日
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
が
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
の
取
組
に

つ
い
て
」
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
陣
は
２
日
間
を
か
け
、

２
年
生
の
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」、

児
童
宅
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
予
習
型
家

庭
学
習
、
同
校
と
花
徳
小
の
３
・
４
年
生

の
算
数
の
授
業
を
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

結
ぶ
遠
隔
授
業
な
ど
を
撮
影
し
ま
し
た
。

取
材
し
た
記
者
は
、「
複
式
学
級
の
割
合

が
全
国
１
位
の
鹿
児
島
県
。
実
証
研
究
が

さ
ら
に
深
ま
り
、「
徳
之
島
モ
デ
ル
」
と

し
て
離
島
・
へ
き
地
の
教
育
水
準
の
維
持

向
上
を
含
め
学
力
向
上
な
ど
の
成
果
に
結

び
つ
く
よ
う
最
先
端
の
研
究
に
期
待
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ＮＨＫが母間小学校を取材
教育水準の維持向上へ

町
役
場
３
階
会
議
室
で
10
月
６
日
、
徳

之
島
経
済
同
志
会
が
幸
野
善
治
副
町
長
へ

熊
本
地
震
災
害
へ
の
寄
附
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

同
同
志
会
は
、
徳
之
島
の
地
域
経
済
発

展
に
寄
与
す
る
目
的
に
発
足
。
講
演
会
の

開
催
や
各
小
学
校
へ
備
品
等
の
寄
付
な
ど

様
々
な
活
動
を
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
時
は
、
寄
付
や
被
災
地
で
の

復
興
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
地
震
や
台
風
で
大
き
な
被
害
を
う
け

た
熊
本
の
人
々
に
「
さ
さ
や
か
な
が
ら
も

応
援
が
出
来
れ
ば
」
と
徳
之
島
三
町
へ
そ

れ
ぞ
れ
10
万
円
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
寄
附
金
は
各
町
を
通
し
、
被
災
地
の

自
治
体
へ
送
ら
れ
ま
す
。

経済同志会が熊本地震災害へ義援金
被災地の手助けに

９
月
11
日
か
ら
25
日
の
日
曜
日
、
町
内

の
小
中
学
校
で
運
動
会
及
び
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

亀
津
中
学
校
で
は
９
月
18
日
、
新
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
初
の
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
残
暑
が
残
る
真
っ
新
な
校
庭
で
は
、

２
４
８
名
の
生
徒
が
は
つ
ら
つ
と
競
技
に

励
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
家
族
や
親
戚

の
応
援
を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
は
友
人

や
先
輩
と
真
剣
に
競
い
合
い
ま
し
た
。

各
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
競
技
や
応
援
、

大
会
運
営
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し

た
。
仲
間
と
勝
利
と
い
う
目
標
に
向
け
一

丸
と
な
り
力
を
尽
く
し
た
運
動
会
及
び
体

育
祭
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
成
長
を
し

た
体
育
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町内小中学校で運動会及び体育祭
体育の季節到来

伝
統
行
事
「
ア
キ
ム
チ
」
が
９
月
21
日
、

尾
母
集
落
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
イ
ッ
サ

ン
ボ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
か
か
し
に
似
た
人

形
を
先
頭
に
、
た
い
ま
つ
を
掲
げ
て
大
勢

の
住
民
が
集
落
内
を
回
り
、
に
ぎ
や
か
な

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
イ
ッ
サ
ン
ボ
ー
」
を
中
心

に
輪
を
作
り
、
太
鼓
に
合
わ
せ
て
「
ど
ん

ど
ん
節
」
を
歌
い
踊
り
、
集
落
に
越
し
て

き
た
家
や
集
落
の
辻
々
を
踊
り
歩
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
統
継

承
を
目
的
に
、
小
学
校
高
学
年
の
子
ど
も

た
ち
が
積
極
的
に
歌
い
手
や
踊
り
手
と
し

て
参
加
。
老
若
男
女
み
ん
な
で
歌
い
踊
り
、

今
期
の
豊
作
に
感
謝
し
来
期
の
豊
年
を
祈

願
し
ま
し
た
。

尾母集落「アキムチ」
子どもたちと伝統を守る
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徳之島町マスコットキャラクター
（ゆるキャラ）投票のお知らせ

この度、 徳之島町において徳之島町マスコットキャラクター ( ゆるキャラ ) を募集しましたところ

総数３３４点の応募をいただきました。 多数のご応募誠にありがとうございました。

そこで、 町民の皆様にも徳之島町マスコットキャラクター ( ゆるキャラ ) の１次選考に参加してい

ただきたく投票を行いたいと考えています。（ 住民の皆様の投票により優秀作品を数点選考後、 選

考委員会にて最優秀作品を決定します。 　）

応募いただいた作品を徳之島町役場 ・ 徳之島町生涯学習センター ・ 徳之島町文化会館 ・ 徳之

島町保健センター ・ 徳之島町総合食品加工センター美農里館 ・ 花徳支所にて掲示いたしますので

是非ご覧ください。

投票につきましては徳之島町役場（住民生活課）、 花徳支所、 徳之島町総合食品加工センター

美農里館にてのみ行います。

投票用紙をご用意しておりますので是非投票にお越しください。

●投 票 期 間 ： １１月１日～１１月３０日

●投 票 対 象 ： 徳之島町に住所を有する方

　（ 年齢制限はありませんがおひとり様１投票とさせていただきます　）

●投票場所①徳之島町役場 ・ 花徳支所午前９ ： ００～午後５ ： ００（ 土日は不可　）

　　　　　②徳之島町総合食品加工センター美農里館（ 午前９ ： ００～午後５ ： ００土日も可　）

※徳之島町総合食品加工センター美農里館にて投票された方においては１０名毎に美農里館ジェ

ラートをプレゼントいたします。 是非ご来館ください。

【お問い合わせ】

徳之島役場地域営業課

TEL 0997-83-4111　FAX 0997-83-1114

徳之島町ふるさと納税（返礼品）募集のご案内

徳之島町では、 徳之島町の魅力発信につながる商品やサービスを「 徳之島町ふるさと納税」 の

返礼品として提供していただく事業者を大募集しております。

徳之島町では島内の各企業の魅力ある商品を「 徳之島町ふるさと納税」 の返礼品として、 ふる

さと納税をして下さった全国の寄附者の方へお贈りしており、 徳之島町の魅力の発信と、 地元特産

品の PR を行っております。

徳之島町では随時、 皆様からの返礼品のご相談や商品 ・ アイデアの募集を行っておりますので、

お気軽にご相談ください。

【お問い合わせ】

徳之島役場課企画開発係（ ふるさと納税担当　）

TEL 0997-82-1111　FAX 0997-82-1101
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相談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
親
子
、

夫
婦
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
公
害
、
差
別
・
い
じ
め
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
開
設
日
　
平
成
28
年
12
月
５
日
（
月
）　

10
時
～
15
時

■
場
所　
　

東
区
公
民
館

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局　

☎
０
９
９
７
―

５２
―
０
３
７
６

問

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
会
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希
望
の
方
は

11
月
21
日
（
月
曜
日
）、
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
　
平
成
28
年
12
月
２
日
（
金
）　

午
前
9
時
～
12
時

■
場
所　
　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

３
階
工
作
室

町
企
画
課
広
報
統
計
係　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

狂犬病

忘
れ
ず
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

平
成
28
年
度
畜
犬
登
録
及
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射(

今
年
度
受
け
て
い
な

い
方
分)

を
11
月
24
日
（
木
）
に
実
施
い
た

し
ま
す
。
６
月
に
予
防
接
種
を
受
け
な
か
っ

た
飼
い
犬
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
お
受

け
く
だ
さ
い
。
日
時
お
よ
び
会
場
に
つ
い

て
は
、
左
記
の
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表

を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
犬
の
鑑
札
も
持
参
し
て
下
さ
い
。
な

月　

日

実
施
地
区

時
間

実
施
場
所

11
月
24
日
（
木
）

亀
津
４
区

９
時
00
分
～
10
時
00
分

児
童
公
園

尾
母
・
大
原

10
時
10
分
～
10
時
20
分

徳
田
商
店
前
広
場

亀
徳

10
時
35
分
～
11
時
05
分

亀
徳
振
興
セ
ン
タ
ー

徳
和
瀬
・
諸
田
・
神
之
嶺

11
時
15
分
～
11
時
30
分

諸
田
公
民
館

井
之
川
・
旭
ヶ
丘

11
時
35
分
～
11
時
55
分

井
之
川
公
民
館

下
久
志

13
時
00
分
～
13
時
40
分

母
間
新
港

池
間
・
反
川

大
当
・
花
時
名

花
徳
・
轟
木

13
時
50
分
～
14
時
10
分

前
川
生
活
館

畦
・
山

14
時
20
分
～
14
時
35
分

山
公
民
館

金
見

14
時
45
分
～
14
時
50
分

金
見
公
民
館

手
々

15
時
00
分
～
15
時
05
分

堀
田
石
油
前
広
場

全
地
区

16
時
10
分
～
16
時
30
分

役
場
前
広
場
（
亀
津
）

お
、
飼
育
さ
れ
て
い
る
犬
が
、
す
で
に
死

亡
し
た
場
合
や
、
譲
り
渡
し
た
場
合
等

は
、
役
場
住
民
生
活
課
ま
で
連
絡
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
※
当
日
の
注
射
料
金
は
３
，

４
０
０
円
で
す
。
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に

準
備
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問

成人式

開
催
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
29
年
成
人
式
に
つ
い
て

平
成
29
年
成
人
式
を
左
記
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
２
日
（
月
曜
日
）　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
場
所　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日

～
平
成
９
年
４
月
１
日
生

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
２
９
０
４

問
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「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き
「
あ
な
た
」
か
ら
の
連
絡
が
、

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
左
記
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
在
子
育
て
中
の
方
が
不
安
や
悩
み
を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
『
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
』
を
見
つ
け
た
と
き
の
連
絡
・
子
育
て
に
関
す

る
ご
相
談
★

・ 

大
島
児
童
相
談
所
　
☎
０
９
９
７
―
53
―
６
０
７
０

・
徳
之
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
83
―
３
１
２
１
／
０
８
０
―
８
３
５
５
―
７
９
３
９
（
公

用
携
帯
）

・
徳
之
島
町
介
護
福
祉
課
　
☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）　

☎
０
８
０
―
２
７
７
５
―

６
４
７
９
（
公
用
携
帯
）

・
徳
之
島
警
察
署
　
☎
83
―
０
１
１
０

・
徳
之
島
福
祉
事
務
所
　
☎
82
―
０
２
３
３

（
休
日
・
夜
間
の
虐
待
な
ど
緊
急
の
場
合
は
徳
之
島
警
察
署
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。）

虐待

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
守
る
大
き
な
一
歩
で
す

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
！

投棄

ス
ト
ッ
プ
不
法
投
棄
！

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
で
す
！

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防

止
強
化
月
間
」
と
定
め
、
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
等
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
時
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
な

ど
の
厳
し
い
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を
し

な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

産
業
廃
棄
物
な
ど
の
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、

・
徳
之
島
警
察
署
（
☎
83
―
０
１
１
０
）

・
徳
之
島
保
健
所
（
☎
82
―
０
１
４
９
）

・
役
場
住
民
生
活
課
（
☎
82
―
１
１
１
１
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講演会

元
気
な
シ
マ
づ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
考
え
よ
う
！

第
２
回
　
元
気
を
生
み
出
す
！
地
域
づ
く
り
講
演
会

年
を
と
っ
て
も
元
気
で
楽
し
く
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
た
い
！

そ
の
た
め
に
は
、
若
い
世
代
も
含
め
て
、
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
思
わ
ず
納
得
！
笑
っ
て
楽
し
く
、
元
気
に
な
る
講
演
会
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
講
師
】
櫃
本
真
聿
（
ひ
つ
も
と
し
ん
い
ち
）

四
国
医
療
産
業
研
究
所
長

１
９
７
９
年
愛
媛
大
学
医
学
部
卒
、
愛
媛
県
保
健
福
祉
部

健
康
増
進
課
長
、
愛
媛
大
学
医
学
部
准
教
授
等

Ｆ
Ｍ
愛
媛｢

櫃
本
真
聿
のcare of  life｣

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

■
日
時
：
平
成
28
年
12
月
１
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

■
会
場
：
徳
之
島
町
文
化
会
館

■
内
容
：
講
演
会
及
び
地
域
活
動
報
告
、
交
流
会

町
介
護
福
祉
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

問

火災　
予防

消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
７
日
間
は
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
も
強
く
、
一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
、
大
火
災

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、火
災
で
亡
く
な
る
方
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
で
す
。逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

徳
之
島
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
課
予
防
係　

☎
83
―
３
１
６
０

問
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防災

重
要
な
お
知
ら
せ
で
す

防
災
行
政
無
線
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
試
験
放
送
を
行

い
ま
す
。
こ
の
試
験
放
送
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）(

※)

を
用
い
た
放
送
で
、
徳
之
島
町
以
外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
試
験
放
送

が
行
わ
れ
ま
す
。

（
１
）
試
験
放
送
日　

平
成
28
年
11
月
29
日(

火)　

11
時
00
分
ご
ろ

（
２
）
徳
之
島
町
が
当
日
実
施
す
る
試
験
は
次
の
と
お
り
で
す
。

情
報
伝
達
手
段

内　
　

容

防
災
行
政
無
線
の
放
送

町
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線
か
ら
、
日
ご

ろ
実
施
し
て
い
る
放
送
よ
り
大
き
い
音
量
で
次
の
放

送
内
容
が
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

【
放
送
内
容
】

　
　  

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

＋
「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」
×
３

＋
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
徳
之
島
町
で
す
」

＋
　
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

(

※)

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お

伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

町
総
務
課
消
防
交
通
係

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

問

イベント

出
し
そ
び
れ
た
は
が
き
、
不
要
な
楽
器
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
し
そ
び
れ
た
暑
中
見
舞
い
・
年
賀
状
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
12
月
10
日
に
そ
ん
な
ハ
ガ
キ
を
回
収
し
て
役

立
て
ま
す
！

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
に
協
力
し
、
書
き
損
じ
ハ

ガ
キ
回
収
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
世
界
寺
子
屋
運
動
と
は
、
全
世
界
の
教
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た
め
に
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
を
回
収

し
換
金
し
て
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具
や
給
食
な

ど
の
支
援
を
し
て
い
る
運
動
の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
も
こ

の
運
動
に
協
力
す
る
た
め
、
年
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
今
年
で
16
回
目
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
で
眠
っ
て
い
る
出
し
そ
び
れ
た
ハ
ガ
キ
が
、
世
界
の
人
々
の
為
に
役
立
ち
ま

す
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
回
収
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!!

■
第
16
回
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
回
収
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

（
伝
統
芸
能
・
ダ
ン
ス
・
島
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
や
島
唄
他
、
出
演
予
定
）

平
成
28
年
12
月
10
日
（
土
）

18
時
開
場
／
18
時
30
分
開
演

町
文
化
会
館

入
場
無
料
（
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
や
不
要
に
な
っ
た
楽
器
（
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
・
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
徳
之
島
実
行
委
員
会

町
役
場
職
員
組
合

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
０
３
）

問
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■
物
品

①
入
札
参
加
資
格
申
請
書 

②
営
業
概
要
書
③
商
業
登
記

簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写
し
④
使
用
印
鑑
届 

⑤
納

税
証
明
書
（
法
人
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る

役
員
）
⑥
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書 (

税

務
署
発
行
分
）
⑦
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・

登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑧
町
営
住
宅

使
用
料
納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い

る
役
員
が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑨
土
地
改
良
事
業
分

担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書(

耕
地
課
）
⑩
特
別
徴

収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）
※
③

⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

【
留
意
事
項
】

◇
登
録
・
受
付
の
確
認
に
つ
い
て
必
要
な
場
合
は
、
返
信

用
封
筒
又
は
ハ
ガ
キ
（
切
手
貼
付
）
を
同
封
し
て
下
さ

い
。

◇
申
請
書
及
び
添
付
書
類
等
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、

入
札
参
加
資
格
申
請
書
は
受
理
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提

出
の
際
は
十
分
ご
確
認
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
29
年
度
内
に
建
設
業
許
可
の
期
限
が
切
れ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
新
許
可
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
島
外
業
者
は
２
年
毎
、
島
内
業
者
は
毎
年
の
更
新
と
な

り
ま
す
。

◇
証
明
を
必
要
と
す
る
も
の
は
、
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

◇
入
札
参
加
資
格
申
請
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
変
更
届
け
の
提
出
が
必
要
で
す
。
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

徳
之
島
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品
等
の
一
般
（
指
名
）
競
争

入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
要
領
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
受
付
期
間
：
平
成
29
年
１
月
５
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
（
土
、
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）

（
郵
送
に
よ
る
提
出
の
場
合
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
当

日
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。）

２
．
受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
７
２
０
３
番
地

徳
之
島
町
役
場　

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
―
１
１
０
１

３
．
提
出
方
法
：
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
に
綴
り
、
表
紙
及
び
背

表
紙
に
申
請
書
、
年
度
、
商
号
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

４
．
提
出
書
類
・
様
式
等
：
国
土
交
通
省
統
一
様
式
ま
た

は
鹿
児
島
県
の
様
式
を
準
用

■
建
設
工
事

①
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
②
建
設
業
許

可
書
写
し
③
商
業
登
記
簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写

し
④
経
営
事
項
審
査
申
請
書
写
し
⑤
経
営
事
項
審
査
結

果
表
写
し
（
県
知
事
許
可
分
）
⑥
直
前
２
年
の
各
事
業

年
度
に
お
け
る
工
事
施
工
金
額
⑦
納
税
証
明
書
（
法
人
・

登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑧
労
働
保
険

（
労
災
保
険
）
料
納
入
通
知
書
写
し
⑨
雇
用
保
険
料
納
入

通
知
書
写
し
⑩
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
の
加
入
・
履

行
証
明
書
⑪
工
事
経
歴
書
⑫
職
員
数
⑬
技
術
職
員
名
簿

⑭
技
術
職
員
以
外
の
名
簿
⑮
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

完
納
証
明
書
（
税
務
署
発
行
分
消
費
税
課
税
業
者
の
み

提
出
）
⑯
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会
社
分
・
登
記
簿

謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑰
町
営
住
宅
使
用
料

納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員

が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑱
土
地
改
良
事
業
分
担
金
（
負

担
金
）
納
入
証
明
書
（
耕
地
課
）
⑲
特
別
徴
収
実
施
確

認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）
※
③
⑦
⑯
⑰
⑱

⑲
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

■
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

①
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
②
営
業
所
一
覧
表
③
登

録
証
明
書
④
商
業
登
記
簿
謄
本
又
は
身
分
証
明
書
の
写

し
⑤
技
術
者
経
歴
書
⑥
測
量
等
実
績
調
書
⑦
財
務
諸
表

⑧
納
税
証
明
書
（
法
人
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て

い
る
役
員
）
⑨
労
働
保
険
（
労
災
保
険
）
料
納
入
通
知

書
写
し
⑩
雇
用
保
険
料
納
入
通
知
書
写
し
⑪
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
完
納
証
明
書
（
税
務
署
発
行
分
消
費
税

課
税
業
者
の
み
提
出
）
⑫
水
道
料
金
納
入
証
明
書
（
会

社
分
・
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ
れ
て
い
る
役
員
）
⑬
町

営
住
宅
使
用
料
納
入
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
に
記
載
さ

れ
て
い
る
役
員
が
入
居
し
て
い
る
場
合
）
⑭
土
地
改
良

事
業
分
担
金
（
負
担
金
）
納
入
証
明
書
（
耕
地
課
）
⑮

特
別
徴
収
実
施
確
認
依
頼
書
兼
開
始
誓
約
書
（
税
務
課
）

※
④
⑧
⑫
⑬
⑭
⑮
は
徳
之
島
町
内
業
者
の
み
添
付

建設
工事

要
領
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

平
成
29
年
度
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

町
建
設
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

問
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発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
共
に
学
び
、
不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
す
公
立
小
学
校
の
一
年
間
に
密
着
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
無
料
公
演
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
個
々
の
持
つ
様
々
な
特
性
を
認
め
、

共
に
生
き
て
い
く
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

イベント

来
た
れ
、
島
の
ア
ス
リ
ー
ト
達
!!

第
８
回
健
康
の
ま
ち
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

左
記
の
日
程
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り

や
リ
フ
レ
シ
ュ
に
、
家
族
や
仲
間
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
：
平
成
28
年
11
月
27
日
（
日
）
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
：
徳
之
島
町　

山
公
民
館

■
コ
ー
ス
：
山
公
民
館
～
県
道
～
手
々
方
面
折
り
返
し

受
付　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

開
会
式　
　

午
前
９
時

ス
タ
ー
ト　

午
前
９
時
30
分

☆
種
目
：
１
㎞
・
３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
21
㎞

☆
参
加
料
：
小
中
学
生
…
無
料　

一
般
…
５
０
０
円
（
１
㎞
無
料
）

☆
小
中
高
校
生
は
、
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

☆
申
し
込
み
は
当
日
、
会
場
受
付

※
但
し
、
県
道
の
使
用
許
可
は
、
正

午
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
正
午

以
降
の
走
行
に
つ
い
て
は
、
各
自

の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
下
さ
い
。

主
催
：
徳
之
島
町
陸
上
競
技
連
盟

後
援
：
徳
之
島
町
社
会
教
育
課
・
花

徳
支
所
・
健
康
増
進
課

担
当
：
北
郷

☎
０
９
０
―
７
１
５
４
―
７
９
８
６

問
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税金

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を

徳
之
島
町
で
は
各
種
税
金
・
使
用
料
の
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
指
定
し
た
金
融
機
関
が
あ
な
た

に
代
わ
っ
て
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
え
て
、
町
に
納
付
す
る

制
度
で
す
。
一
般
的
に
手
続
き
は
一
度
で
、
翌
年
度
以
降
は

自
動
的
に
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関

な
ど
へ
行
く
手
間
が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

■
必
要
な
物

・
口
座
振
替
依
頼
書
（
役
場
収
納
対
策
課
ま
た
は
各
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
。）

・
預
貯
金
の
通
帳

・
届
出
印

■
取
り
扱
い
金
融
機
関

・
鹿
児
島
銀
行

・
奄
美
大
島
信
用
金
庫

・
奄
美
信
用
組
合

・
九
州
労
働
金
庫

・
あ
ま
み
農
業
協
同
組
合

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
徳
之
島
島
外
の
方
で
、
口
座
振
替
を
申
請
さ
れ
る
方
は

口
座
振
替
依
頼
書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
収
納
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
但
し
右
記
金
融
機
関
の

み
御
利
用
可
能
で
す
。）

■
振
替
日

・
町
税
（
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）

○
納
付
月
の
25
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

○
納
付
月
の
28
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
）

・
振
替
日
が
、
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
が
振

替
日
と
な
り
ま
す
。

・
残
高
不
足
等
に
よ
る
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

再
引
落
し
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
督
促
状
が
発
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
引
落
し
前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
口
座
振
替
の
手
続
き
に
は
、
納
期
限
の
お
お
む
ね
２
カ

月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。（
※
申
込
み
時
期
に
よ
っ

て
は
、
次
回
納
付
分
か
ら
の
振
替
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

〈
今
後
の
納
期
一
覧
〉

平
成
28
年
12
月

固
定
資
産
税
（
３
期
）、

国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

平
成
29
年
１
月

町
県
民
税
（
４
期
）

平
成
29
年
２
月

固
定
資
産
税
（
４
期
）、

国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

軽
自
動
車
税　

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
収
納
対
策
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
、１
７
３
）

問

税金

手
続
き
は
お
済
で
し
ょ
う
か
？

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
地
・
家
屋
の
所
有

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
登
記
の
名
義
を
変
更

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
方
に
代
わ
っ
て
固

定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
代

納
手
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
代
納
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま

た
は
支
所
に
て
、
代
納
手
続
き
を
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
登
記
の
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

は
、
翌
年
よ
り
登
記
上
の
所
有
者
に
課
税
い

た
し
ま
す
。

ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
は
、
滅

失
の
登
記
を
法
務
局
に
し
て
下
さ
い
。
そ
れ

以
外
は
役
場
に
家
屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。町

税
務
課

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
４
２
）

問
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徳之島町住民生活課よりお詫びと訂正です。
平成 28 年 8 月号の広報に掲載しました、ごみの分別表に誤りがありました。
訂正分を掲載させていただきます。

また、「ごみ処理シール」の使用方法を間違われている方がまだ見受けられます。
「ごみ処理シール」は、段ボールや新聞紙といった紙類を出す際に使用するため

のものです。可燃ごみや資源ごみには使用しないようお願いします。
※よく街中でみられる透明のごみ袋は、事業系のごみです。ごみ収集業者と事業

者で契約を交わした上で回収しています。お間違えのないようにお願いします。
標記の件についてご質問がございましたら、お問い合わせは住民生活課生活環境

係☎ 82―1111（内線 122）へお願いします。

ごみ

お
詫
び
と
訂
正

ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

資源ごみとして
お出しください

燃えるごみとして
お出しください

町
住
民
生
活
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問
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女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相

談
に
は
、
法
務
局
職
員
又
は
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
実
施
機
関

鹿
児
島
地
方
法
務
局

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
実
施
日
時

○
期
間　

平
成
28
年
11
月
14
日

（
月
）
～
11
月
20
日
（
日
）
ま
で

○
時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
ま
で

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
～
午

後
５
時
ま
で

●
電
話
番
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。）

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

問

個
人
事
業
主
や
法
人
を
問
わ

ず
、
事
業
主
は
労
働
者
を
一
人
で

も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
パ
ー
ト
雇
用

や
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
で
あ
っ
て

も
、
原
則
と
し
て
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
へ
の
加
入

手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い

事
業
主
は
、
早
急
に
手
続
き
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
は
労
働
保
険

事
務
組
合
（
商
工
会
等
）
に
そ

の
事
務
手
続
き
を
委
託
す
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
保
険
事
務
組

合
が
事
業
主
に
代
わ
っ
て
手
続

き
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

労
働
保
険
料
の
分
納
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

労
災
保
険
…
名
瀬
労
働
基
準

監
督
署　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

０
５
７
４

雇
用
保
険
…
名
瀬
公
共
職
業
安

定
所　

☎
０
９
９
７
―
５
２
―

４
６
１
１

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

入
ろ
う
、
労
働
保
険
」

問

人
権
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月

10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
今
年
で
68
周
年
を
迎

え
、
全
国
各
地
で
人
権
に
関
す

る
各
種
の
啓
発
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
で
も
、こ
の
期
間
中
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
に
よ
る

啓
発
や
「
人
権
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
人

権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ

ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

鹿
児
島
県
庁

人
権
同
和
対
策
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
７
４

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
「
人
権
週
間
」
で
す

問

11
月
12
日
（
土
）
～
25
日
（
金
）

に
実
施
さ
れ
る
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
に
合
わ
せ

て
、「
女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０

番
」
を
実
施
し
ま
す
。
女
性
に
対

す
る
暴
力
や
離
婚
に
ま
つ
わ
る
諸

問
題
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
わ

る
問
題
に
つ
い
て
、
女
性
弁
護
士

が
電
話
と
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。当

日
は
予
約
優
先
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
事
前
に
相
談
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
常
は
女
性
相
談
員
が

相
談
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
、
お
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
成
28
年
11
月
16
日

（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
相
談
室
（
か
ご
し
ま
県
民

交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
９
―
２
２
１
―

６
６
３
０
～
６
６
３
１

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜

日
以
外
）

女
性
の
た
め
の

法
律
１
１
０
番

問

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、

県
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
窓
口

と
し
て
、
次
の
要
領
で
司
法
書
士

に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
不

要
で
す
の
で
、
当
日
相
談
会
場
へ

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
名
称　

司
法
書
士
無
料
法
律
相

談
会

●
相
談
受
付
内
容　

相
続
・
離
婚
・

貸
金
・
借
金
整
理
・
賃
貸
借
・

そ
の
他
法
律
問
題
に
関
す
る
相

談
並
び
に
裁
判
の
支
援

●
日
時　

平
成
28
年
11
月
26
日

（
土
曜
日
）

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

●
相
談
会
場　

伊
仙
町
ほ
ー
ら
い

館　

会
議
室
Ａ

●
実
施
方
法　

司
法
書
士
に
よ
る

面
談
相
談
（
相
談
は
無
料
）

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
９
―
２
５
６
―
０
３
３
５

司
法
書
士
無
料法律

相
談
会

問
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紹介します !

水 道 課
役場 の仕事

町
水
道
課
で
は
、
安
全
な
水
を
安
定
し
て
給
水
す
る
た
め
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
水
道
料
金
で
浄

水
場
の
整
備
や
漏
水
の
修
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
亀
津
か
ら
井
之
川
ま
で
は
水
道
会
計
（
給
水
人
口
５
０
０
０
人
以
上
）、
下
久
志
か
ら
手
々
、

大
原
、
南
原
、
尾
母
、
旭
ヶ
丘
は
簡
易
水
道
会
計
（
給
水
人
口
５
０
０
０
人
未
満
）
と
２
つ
の
会
計

が
あ
り
ま
す
。

【
安
全
な
水
の
供
給
】

水
道
課
の
供
給
す
る
水
は
塩

素
消
毒
し
水
道
法
に
規
定
さ
れ

た
検
査
を
行
っ
て
い
る
安
全
な

水
で
す
。
浄
水
場
ご
と
に
残
留

塩
素
を
確
認
し
消
毒
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
ま
す
。

【
浄
水
場
の
管
理
】

水
を
消
毒
す
る
塩
素
な
ど
薬

品
が
不
足
し
て
い
な
い
か
、
ポ

ン
プ
な
ど
機
械
類
が
故
障
し
て

い
な
い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

【
給
水
開
始
・
廃
止
・
名
義
変
更

届
】水

道
を
利
用
す
る
際
の
届
け

出
を
受
け
付
け
ま
す
。
転
入
・

転
出
や
引
っ
越
し
等
の
際
は
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
検
針
】

奇
数
月
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を

検
針
し
、
翌
月
に
水
道
料
金
を

請
求
し
ま
す
。
水
道
料
金
は
使

用
水
量
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

【
督
促
状
】

水
道
料
金
に
は
納
期
限
が
有

り
、
期
限
内
に
お
支
払
い
い
た

だ
け
な
い
場
合
に
督
促
状
を
送

付
し
ま
す
。
督
促
状
送
付
後
は

水
道
料
金
と
別
に
督
促
料
金
を

い
た
だ
き
ま
す
。

【
催
告
状
】

督
促
状
を
送
付
し
て
も
水
道

料
金
を
お
支
払
い
い
た
だ
け
な

い
場
合
に
支
払
を
促
す
た
め
に

催
告
状
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、

長
期
間
支
払
い
い
た
だ
け
な
い

場
合
は
給
水
を
停
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
集
合
徴
収
】

母
間
か
ら
手
々
地
区
で
は
偶

数
月
に
各
地
区
公
民
館
等
に
て

水
道
料
金
の
徴
収
を
行
い
ま
す
。

【
水
道
施
設
整
備
事
業
】

平
成
25
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
事
業
で
、
簡
易
水
道
会
計
の

浄
水
場
を
整
備
し
、
老
朽
化
し

て
い
る
施
設
と
管
路
の
更
新
を

行
う
こ
と
に
よ
り
正
常
な
給
水

を
行
い
ま
す
。

※
水
道
代
の
お
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。

金
融
機
関
の
窓
口
で
申
込
み

い
た
だ
く
と
偶
数
月
の
10
日
に

水
道
代
を
自
動
的
に
口
座
よ
り

振
替
ま
す
。

忙
し
い
方
は
支
払
い
忘
れ
を

防
ぐ
た
め
に
も
口
座
振
替
が
便

利
で
す
。

※
宅
内
漏
水
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
先
の
漏

水
に
つ
い
て
は
使
用
者
の
ご
負

担
で
修
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。安全でおいしい水を皆さまへ！

水道メーター

薬注制御盤 塩素剤注入ポンプユニット

整備後の轟木浄水場
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妊
婦
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
の
体
に
は
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
が
進
む
に

つ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
健
康
で
無
事
に
出
産
を

迎
え
る
た
め
に
は
、
普
段
の
生
活
、
食
事
、
環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
体
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
妊
娠

中
は
特
に
気
が
か
り
な
こ
と
が
な
く
て
も
、
決
め
ら
れ
た
妊
婦
健
診
は
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
に
気
付
い
た
ら
、
早
め
に
届
け
出
を
！

ま
た
、
妊
娠
に
気
付
い
た
ら
、
早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
妊

娠
初
期
は
か
ら
だ
の
調
子
が
変
化
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ま
た
流
産
な
ど

も
起
こ
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
妊
娠
の
届
出
を
し
て
、
母
子
健
康
手
帳
と
妊
婦
健
康

診
査
受
診
表
綴
を
発
行
し
て
も
ら
う
と
、
基
本
的
な
妊
婦
健
診
は
ほ
ぼ

無
料
で
、
最
大
14
回
ま
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
多
く

の
受
診
券
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
に
気
付
い
た
ら
早
め
の
届
け
出

を
し
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
も
、
早
め
早
め
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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北区集落

■
人
口
：
１
，
１
１
２
人

■
世
帯
数
：
４
７
４
戸

北
区
集
落
は
徳
之
島
の
中
心
地
亀
津
に
所
在
し
、
古
く

か
ら
の
住
宅
地
の
広
が
る
集
落
で
す
。

北
区
・
中
区
・
南
区
の
３
つ
の
行
政
区
分
に
分
か
れ
て
い
た
徳
之
島
町
亀
津
は
、
昭
和
40

年
代
に
一
帯
の
浜
辺
で
大
規
模
な
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
り
、
倍
の
大
き
さ
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
北
区
に
は
４
階
立
て
の
町
営
大
船
住
宅
・
教
員
住
宅
等
が
建
設
さ
れ
戸
数
が
急
増
し
、

分
区
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
54
年
頃
、旧
県
道
か
ら
海
沿
い
の
埋
め
立
て
地
は
「
北

区
東
」、第
２
大
瀬
橋
か
ら
徳
之
島
高
校
ま
で
の
幅
で
旧
県
道
か
ら
山
手
の
区
域
は
「
北
区
西
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
、「
東
区
」
と
「
北
区
」
に
正
式
に
分
区
さ
れ
、
現
在
の
行
政

区
分
に
な
り
ま
し
た
。

北
区
集
落
は
、
分
区
で
一
時
戸
数
が
減
り
ま
し
た
が
、
徳
之
島
高
校
の
上
な
ど
に
新
興
住

宅
地
が
で
き
て
、
今
で
は
５
０
０
戸
近
く
ま
で
復
活
し
ま
し
た
。
区
内
に
は
亀
津
小
学
校
・

徳
之
島
高
校
、
川
向
に
亀
津
中
学
校
も
あ
り
、
歩
い
て
10
分
以
内
で
小
・
中
・
高
校
へ
通
学

で
き
る
島
内
一
の
文
教
地
区
で
す
。

先
月
行
わ
れ
た
町
体
育
祭
で
は
、
近
年
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
低
迷
し
て
い
た
順
位
を
今
年
は
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
入
り
を
目
標
に
し
て
臨
み
、
見
事
に
１
７
５
・
５
点
で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
決
め
ま

し
た
。
来
年
は
更
に
団
結
を
強
め
て
、
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
・

女
性
連
・
青
年
団
な
ど
様
々
な
年
代
が
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
集
落
で
す
。

―
元
気
な
集
落
―

表紙写真

町総合運動公園で 10 月 9 日
町民体育祭が開催されました。
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